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第７次医療計画の見直しの概要 

５．基準病床数について 

○ 基準病床数と病床の必要量の関係性の整理を行い、基準病床数の算定式について必要な見直しを実施。 

○ 療養病床の取扱い等、一部検討が必要な事項については、今後整理を行う予定。 

３．地域医療構想について 

○ 地域医療構想調整会議において議論する内容及び進め方の手順について整理。 

４．医療・介護連携について 

○ 地域医療構想や介護保険（支援）事業計画と整合性がとれるよう、都道府県と市町村の協議の場を設置。 

○ 地域の実情を把握するための指標を充実させ、多様な職種・事業者の参加を想定した施策を検討。 

２．指標について 

○ 都道府県ごと、二次医療圏ごとの医療提供体制を客観的に比較するため、共通の指標による現状把握を実施。 

○ 現状を踏まえた上で、ＰＤＣＡサイクルを適切に回すことができるよう、指標の見直しを実施。 

１．５疾病・５事業及び在宅医療について 

○ 引き続き現状の５疾病・５事業及び在宅医療について、重点的に取組みを推進。 

○ 「急性心筋梗塞」から「心筋梗塞等の心血管疾患」への名称の見直し等、必要な見直しを実施。 

６．その他 

○ ロコモティブシンドローム、フレイル等については、他の関連施策と調和をとりながら、疾病予防・介護予防等を中心に、
医療・介護が連携した総合的な対策を講じることが重要。 
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進捗状況に応じて数値目標の再設定 

及び施策の見直し 
【ＰＤＣＡサイクル】 

指標の見直しについて 

4 課題の抽出 

1 現状の把握 

3 連携の検討 

5 数値目標 

6 施策 

7 評価 

8 公表 

2 圏域の設定 

【施策】 

【評価】 

指標による現状把握により明らかとなった課題に対応する形で、事後に定量的な比較評価を
行えるよう、地域の実情に応じた数値目標を設定 

数値目標を達成するために必要
な施策の立案及び実施 

数値目標の達成状況、施策の進
捗状況の評価 

C 

D P 

【指標による現状把握】※指標は現状把握に用いるものであり、数値目標とは異なる 

 

【課題の抽出】 

【改善】 

【数値目標】 

○ 指標を達成する際の行動主体がわかりにくいため、明確に示すべき 
○ 指標のうち、意義が低いとされた指標については、その理由を検討し、位置づけの見直しを検討すべき 
○ 必ず記載すべき内容、示すべき指標等については、その算出方法も含めて示すべき 
○ 現在の指標例以外にも有効と考えられる指標や不足している指標がないか検討すべき 

○ 医療計画の実効性をより一層高めるため、政策循環の仕組みを強化するとともに、共通の指標による現状把握により、都道
府県ごと、二次医療圏ごとの医療提供体制を客観的に比較可能なものとする。 

A 

検討会における意見 

見直しの方向性 

現状の「構築の具体的な手順」 
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第７次医療計画の指針「第２ 内容」について① 

１ 医療体制の政策循環 
 

 ５疾病・５事業及び在宅医療の医療体制を構築するに当たっては、住民の健康状態
や患者の状態（成果（アウトカム））などでもって施策の評価を行うことが必要なため、
これらを用いた評価を行うことが重要である。具体的には、施策や事業を実施したこと
により生じた結果（アウトプット）が、成果（アウトカム）に対してどれだけの影響（イン
パクト）をもたらしたかという関連性を念頭に置きつつ、施策や事業の評価を１年ごと
に行い、見直しを含めた改善を行うこと。都道府県は、この成果（アウトカム）に向けた
評価及び改善の仕組みを、政策循環の中に組み込んでいくことが重要である。 
 
・ アウトカム（成果） 

施策や事業が対象にもたらした変化 
・ アウトプット（結果） 

施策や事業を実施したことにより生じる結果 
・ インパクト（影響） 

施策や事業のアウトプットによるアウトカムへの寄与の程度 
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第７次医療計画の指針「第２ 内容」について② 

２ 指標 
 

 医療体制の構築に当たっては、現状の把握や課題の抽出の際に、多くの指標を活
用することとなるが、各指標の関連性を意識し、地域の現状をできる限り構造化しな
がら整理する必要がある。その際には、指標をアウトカム、プロセス、ストラクチャー
に分類し、活用すること。 
 
・ アウトカム指標 

住民の健康状態や患者の状態を測る指標 
・ プロセス指標 

実際にサービスを提供する主体の活動や、他機関との連携体制を測る指標 
・ ストラクチャー指標 

医療サービスを提供する物的資源、人的資源及び組織体制、外部環境並びに
対象となる母集団を測る指標 

（参考）「第３ 手順」より抜粋： 

 医療提供体制等に関する情報のうち、地域住民の健康状態やその改善に寄与すると考えられる
サービスに関する指標（重点指標）、その他国が提供するデータや独自調査データ、データの解析等
により入手可能な指標（参考指標）について、指標間相互の関連性も含めて、地域の医療提供体制
の現状を客観的に把握する。 



（効果的な施策の推進） 

在宅医療の体制 

【概要】 

（効果的な施策の推進） 

○ 地域医療構想や介護保険事業計画と整合性のとれた、実効的な整備目標を設定し、在宅医療の提供体制を着実に整備する。 
○ 多様な職種・事業者を想定した取組み、市町村が担う地域支援事業と連携した取組みなど、より効果的な施策を実施する。 

○ 医療サービスと介護サービスが、地域の実情に応じて
補完的に提供されるよう、都道府県や市町村の医療・介
護担当者等の関係者による協議の場を設置し、介護保
険事業計画等における整備目標と整合的な目標を検討。 
※ 例えばサービス付き高齢者向け住宅等の整備等に関す
る計画や療養病床の動向など在宅医療の提供体制を考え
る上で地域において留意すべき事項や、協議の進め方に
ついて、今後、国において整理し、都道府県に示していく。 

実効的な整備目標の設定 多様な職種・事業者を想定した取組 

○ 在宅医療の提供者側に対する施策に偏重しないよう、多様
な職種・ 事業者が参加することを想定した施策を実施。 
（例）・地域住民に対する普及啓発 

・入院医療機関に対し在宅医療で対応可能な患者像や療養環境に
ついての研修 

・入院医療機関と、かかりつけの医療機関や居宅介護支援事業所等
との入退院時における情報共有のための連携ルール等の策定 等 

地域支援事業と連携した取組 

○ 医師会等と連携し、また保健所を活用しながら、地域支援事
業の在宅医療・介護連携推進事業を担う市町村を支援。 

   特に、以下のような医療に係る専門的・技術的な対応が必要
な取組は、重点的に対応。 
 （ウ）切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築    
 （オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援 
 （ク）在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携 

居宅介護 

支援事業所 

かかりつけ医 在宅医療の研修 

市町村 

協議の場 
・医療計画 

・市町村介護保険事業 

 計画 

都道府県 入退院時の患者情報の共有ルール策定 

入院医療機関 

両計画で整合的な目標を検討 
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４．医療・介護連携について 
 

 

○ 地域医療構想による慢性期・在宅医療等の需要推計を踏まえ、以下についての考え方を記載する。 

 ① 地域の医療機関で対応すべき在宅医療のニーズ  ② 目標とする提供体制 

  ※ ②の検討にあたっては 

   ・ 在宅医療サービスと一部の介護サービスが相互に補完する関係にあること 
   ・ 現状の介護保険施設等の整備状況は地域の実情に応じて異なること 

   を考慮し、都道府県や市町村の医療・介護担当者等の関係者による協議の場を設置し検討する。 
 

 

○ 以下のような指標を充実させていく。 

 ・ 医療サービスの実績に着目した指標 
 ・ 医療・介護の連携体制について把握するための指標 
 ・ 高齢者以外の小児や成人に係る在宅医療の体制について把握するための指標 
 ・ 看取りに至る過程を把握するための指標 

 

 

○ 在宅医療にかかる圏域の設定と、課題の把握を徹底する。 

○ 以下に挙げるような、多様な職種・事業者が参加することを想定した施策を進める。 

 ・ 入院医療機関に対し在宅医療で対応可能な患者像や療養環境についての研修 
 ・ 入院医療機関と、かかりつけの医療機関や居宅介護支援事業所等との入退院時における 

   情報共有のため連携ルール等の策定 

○ 地域支援事業の在宅医療・介護連携推進事業を担う市町村に対し必要な支援を行う。 8 

目標設定について 

指標について 

施策について 



市町村介護保険事業計画 国 都道府県医療計画 

28年12月 

29年1月 
 

2月 
 

3月 

4月 
 

5月 
 

6月 

7月 
 

8月 
 

9月 

10月 
 

11月 
 

12月 

30年1月 
 

2月 
 

3月 

第７次医療計画・第７期介護保険事業計画 策定スケジュールのイメージ 

第7期介護保険事業計画スタート 

・介護保険事業計画を議会に報告 
・介護保険条例の改正 

基本指針案の提示 

計画策定のための準備作業 
・基礎データの収集 
・実態調査、ニーズ調査 
・これまでの施策の整理  
・課題の検討 等 

策定指針の通知 

パブリックコメント 

医療審議会へ諮問 

第7期計画策定に関する基本的考

え方、在宅介護実態調査の分析手
法の提示 

 
 
・二次医療圏の設定 
 
・基準病床の設定 
 
・5疾病・5事業及び在宅医療の
課題、目標、施策の検討   等 

 
 
 
 

第7次医療計画スタート 

協議の場 

 ・対応すべき需要について 

 ・整備目標・見込み量の在り方
について 

 （達成状況の評価について） 

  総合確保方針の告示 
計画策定のための準備作業 

・基礎データの収集 
・実態調査、ニーズ調査 
・これまでの施策の整理  
・課題の検討 等 

パブリックコメント 

 
・サービス見込み量の設定 
 
 
 
・保険料の仮設定  等 
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